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町
長
就
任
か
ら

　
　
　
今
も
変
わ
ら
な
い
姿
勢

　
町
長
就
任
か
ら
11
年
が
過
ぎ
た
今
も

「
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と

い
う
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
明
確
な
指
針
と
強
い
意
志

を
持
っ
て
事
業
な
ど
の
実
行
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
守
り
な
が
ら
の
町
づ
く
り

　

長
年
、
町
の
特
産
品
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
る「
ニ
ン
ニ
ク
球
」。
そ
れ
を
生
産
し

て
き
た
有
限
会
社
ニ
ン
ニ
ク
食
品
が
、
後

継
者
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
事
業

の
継
続
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
町
の
特
産
品
を
守
る
べ

く
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
て
、
大
任
町
と
JA
た
が
わ（
田
川

農
業
協
同
組
合
）と
の
共
同
出
資
に
よ
る

新
会
社「
株
式
会
社
お
お
と
う
ニ
ン
ニ
ク

食
品
」を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、「
ニ

ン
ニ
ク
球
」の
生
産
技
術
を
継
承
し
な
が

ら
、
新
商
品
の
開
発
や
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産

拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
で
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
夢
と
希
望
を
与
え
た
い

　

現
在
、
福
岡
県
内
に
は
５
つ
の
県
立

中
高
一
貫
教
育
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
田
川
地
区
に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
会

の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
田
川

地
区
に
も
公
立
の
中
高
一
貫
教
育
校
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
田
川

地
区
１
市
６
町
１
村
の
首
長
で
構
成
す

る
「
田
川
地
区
中
等
教
育
環
境
整
備
検

　大任町長就任から11年。地方創生や財政問題などで課題が山積みする中、町を支え活性化させていく。そして、
多忙ながら力を注ぐ平成 28 年。子どもたちが夢を持ち笑顔で溢れ、いつまでも誇れる町であるために。
　永原町長が取り組んだこれまでのまちづくりについて語る。

　町の魅力を伝えるために核
となった大任中央線の整備。
　「日本一のさくら街道」を
目指し、春は満開に咲き誇っ
た桜、秋は趣ある紅葉で彩ら
れ、訪れた人を楽しませてい
ます。

　「花としじみの里」である
町の魅力を PR するため役場
職員により行われている花公
園の整備。春は菜の花、夏は
ヒマワリ、秋にはコスモスが
咲き誇り、見る人を楽しませ
ています。

　町民の憩いの場として、歩
道の延伸整備を行いました。
季節ごとにその景色を変え、
訪れる人を楽しませていま
す。また、中央公園もさまざ
まな花が観賞でき、町の絶景
スポットとなっています。

　花と果物を生産するだけで
はなく、加工も行っている観
光農園。
　大任町で手をかけ大切に
育てた桜マンゴーやライチ、
花などを道の駅や JA たがわ、
全国にも発送しています。

　老朽化した住宅の建て替え
を長年にわたり実施。さくら
団地が、国土交通省に表彰さ
れるなど、イメージアップに
は大きな効果がありました。
建替事業は、今後も継続して
いく予定です。

　本町では、昨年の 9 月か
ら田川産の大豆フクユタカを
使った納豆・豆腐の販売を
行っています。また、納豆の
タレには町のシンボルである
しじみエキスが使われていま
すので、一度お試しください。

　この施設は、道の駅に訪れ
る人に対してアンケートをと
り、自由に犬が遊べる場所が
ほしいという要望をもとに作
られました。ドッグラン施設
の一番の目玉は、温泉を使っ
たリハビリプールです。

　オープンして約６年、平
成 28 年６月末現在で、来場
者約 700 万人、町への寄付
金３億９千６百万円、入湯税
６千万円以上を誇っていて、
町を支える場所の一つとなっ
ています。

　本町では、平成 26 年の 2
学期から給食センターの稼働
が開始されました。
　給食センターでは、約 10
人が働き、小・中学校の計 3
校においしい学校給食を提供
しています。

　子どもたちの学力を底上
げするために開講。現在、小
学校高学年から中学３年生ま
で合わせて 145 人が受講中
です。学校と塾で学ぶことに
よって、子どもたちの学力向
上が見込めます。

　国の地方創生加速化交付金
を活用して設立された、大任
町と JA たがわによる新会社

「㈱おおとうニンニク食品」。
前会社より秘伝の技術を継承
し町の代表的な特産品「ニン
ニク球」を全国に PRします。

　大任町が先頭となって中高
一貫教育校の設置に取り組ん
でいます。
　その他にも田川技術高等学
校の教育科目に土木科目の導
入を目指し福岡県に要望書を
提出しました。

日本一のさくら街道

こだわりの納豆・豆腐

給食センター設立

おおとう観光農園

町営住宅建設事業

全国屈指の道の駅 中央公園の整備

おおとう未来塾

町の宝ニンニク球

花公園の整備

ドッグラン設立

教育改革

昭和 28 年７月１日生まれ。安永在住。
田川東高等学校（現 田川東鷹高等学校）卒。
大任町議会議員を79年～90年まで３期務める。
平成 17 年４月大任町長に初当選。
平成 25 年４月大任町長選で再選し３期目に突入。

●平成 28 年８月現在の主な役職
福岡県町村会会長
福岡県介護保険広域連合長
福岡県国民健康保険団体連合会副理事長
福岡県後期高齢者広域連合副連合長

福岡県市町村振興協会理事長
福岡県過疎地域振興協議会副会長
全国過疎地域自立促進連盟理事
田川地区消防組合管理者
田川郡東部環境衛生施設組合長
田川地区斎場組合副管理者
田川地域国道整備促進期成会会長
主要地方道田川直方線延伸整備促進期成会幹事長
筑豊横断道路建設促進期成会副会長
主要地方道八女香春線国道昇格促進期成会副会長
田川地区中等教育環境整備検討委員会委員長

討
委
員
会
」
を
平
成
26
年
12
月
に
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
本
年
３
月
に
は
検
討
委

員
会
で
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置

に
関
す
る
要
望
書
を
作
成
し
、
小
川
洋

県
知
事
と
木
戸
秀
明
県
教
育
長
に
対
し

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
、
職

業
系
専
門
高
校
の
充
実
を
目
指
し
、
福

岡
県
立
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
の
教

育
科
目
に
土
木
科
目
を
導
入
す
る
こ
と

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
く

　

今
後
は
、
し
尿
ご
み
処
理
施
設
の
建

替
え
や
花
公
園
展
望
台
の
設
置
、
町
営

住
宅
の
建
設
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
町
の
可
能

性
は
広
ま
り
、
そ
し
て
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
信
念
を
持
っ
て

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は

　
　
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で
は
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
の
取

り
組
み
に
町
民
の
皆
様
が
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
、
現
在
ま
で
こ
う
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
私
は
現
状
に
満
足
せ

ず
住
民
の
た
め
・
町
の
た
め
に
力
を
注

ぎ
、「
夢
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
必
死
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲�左から二場公人田川市長、城戸秀明県教
育長、永原譲二大任町長、見月勧川崎町

議会議長、松村安洋田川市副市長
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　シンガーソングライターとして活躍する染矢 敦子さん
を講師に招き、人権・同和問題啓発講演会が、７月８日に
レインボーホールで行われました。染矢さんは「あなたは、
あなたでだいじょうぶ」という演題で講演。歌を通して身
近な人権問題や良い言葉の効能、自身の体験などについて
語り、生きることの意味を来場者に伝えていました。参加
した人は、「感じる心が敏感でないと周囲のことにも気づ
けず、救える人も救えないということを歌を通して学んだ」
と話していました。

生きることの大切さを伝えたい
人権・同和問題啓発講演会

▼自身の体験などを交えながら人権について講演する染谷さん

　7 月 13 日、放課後子ども教室「おおとう未来広場」の一
学期が終了しました。一学期は、両小学校から 39 人の児
童が参加。「こいのぼりけん玉」づくり、本町を学ぶクイズ
など多くの体験活動をしました。子どもたちが安全・安心
に活動し、また地域の人との交流をもつため、三宅 力さん

（幸神町）・佐伯 和雄さん（福田）・川添 日出志さん（玉川）・
渡邉 千春さん（柿原）に見守りボランティアとして参加し
ていただき、子どもたちは、元気いっぱい活動することが
できました。2 学期は 9 月上旬募集予定です。

子どもの未来を開きたい
一学期おおとう未来広場閉講式

▲一学期の工程を終え、満足した表情をみせる子どもたち

　７月17 日、大任町公民館で大任町子ども育成連絡協議会
主催によるニュースポーツ大会が開催されました。大会には、
道善・上今任・峰・柿原の子ども会から 46 人が参加し、6 つ
のチームに分かれてカローリングを体験しました。競技中は、
思うように止まってくれない円盤に苦戦しながらも楽しむ光景
がみられ、参加した子どもたちからは「強弱を調整しながら投
げるところが難しかった」「思うようにはできなかったけれど、
また機会があれば参加したい」との声がきかれました。

ふれあいを通じてきずなを深める
大任町子ども育成連絡協議会

▲的の真ん中を狙いカローリングをする子どもたち

　７月 15 日、大任町と添田町の保護司やその関係者 26
人が、社会を明るくする運動の一環で、道の駅おおとう桜
街道や役場庁舎などで街頭広報活動を行いました。この運動
は全国的な運動で、犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する目的で行われています。
　参加者の一人は、「近年、未成年者の犯罪や非行などの事
件が増えてきている。今回の運動が少しでも心に届き、事件
が減るきっかけとなってくれたら嬉しいですね」と話していま
した。

心に届け、私たちの願い
社会を明るくする運動を実施

▼犯罪を無くし明るい町となることを願って人々に呼びかける様子

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

・
小
学
生
以
上
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
一

般
の
人
を
対
象
に
、
自
ら
で
研
究
テ
ー

マ
を
決
め
、
Ｂ
２
と
い
う
所
定
サ
イ
ズ

の
紙
に
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
そ
の
研
究

成
果
を
表
す
も
の
で
す
。

・各
部
門
ご
と
に
特
選
1
点
、入
選
4
点
、

佳
作
5
点
を
選
出
。

・
応
募
者
全
員
に「
参
加
賞
（
記
念
品
）」。

・
受
賞
作
品
の
う
ち
、
優
秀
な
作
品
は
全

国
大
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

■
締
切　

９
月
７
日
㈬

※
詳
し
く
は「
ふ
く
お
か
デ
ー
タ
ウ
ェ

ブ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
提
出
先　

福
岡
県
統
計
協
会 

田
川
・

直
鞍
支
部　
（
直
方
市
役
所
総
合
政
策

部
総
務 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
課
内
）直

方
市
殿
町
７
ー
１

☎ 

０
９
４
９
・
25
・
２
２
２
２

第
64
回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

 大豆クラブが植付作業を行いました
　７月20日、大任町大型機械化組合「大豆クラブ」
が大豆の植付け作業を行いました。この組合は、
町と協力して町内で減反している田んぼに大豆
の作付けを行っています。
　代表者の安武秀樹さん（柿原）は「田んぼを
減反する場合は、大豆の作付けにご協力いただ
けると助かります」と話していました。
問産業経済課   ☎63・3001

■
と
き　

９
月
15
日
㈭　
９
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所
１
階
会
議
室

■
相
談
内
容　

家
庭
内
の
問
題
や
交
通

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
持
つ
豊
か
な
知

識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
現
場
で
活
躍
す
る「
ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
の
た
め
の
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
4
日
、
6
日
、
11
日
、

19
日
、
20
日
、
25
日
、
28
日

■
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー（
飯
塚
市
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
で
子
育
て
支
援

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人

問
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
内

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」コ
ー

ナ
ー

☎
０
９
２
・
４
８
１
・
１
３
１
２

ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
制
度

事
故
な
ど
身
近
に
起
こ
っ
た
こ
と
。

■
相
談
員　

裁
判
所
か
ら
任
命
を
受
け

た
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

問
福
岡
県
家
庭
裁
判
所
田
川
支
部

☎
42
・
０
１
６
３
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次
の
と
お
り
、
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
の
公
開
授
業
を
行
い
ま

す
。
■
と
き　

９
月
13
日
㈫　

■
受
付　
９
時
～
９
時
30
分

■
対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
の
療
育
・
教
育
に

関
す
る
相
談
、
教
育
相
談
・
通
報
に
よ
る

指
導
の
制
度
や
申
し
込
み
方
法
等
に
関

す
る
相
談
会
も
実
施
。

■
申
し
込
み
方
法　

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り「
参
加
申
込
書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

☎ 

０
９
４
９
・
24
・
５
５
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
４
９
・
24
・
５
５
０
８

直
方
特
別
支
援
学
校
公
開
授
業

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
を
対
象
に
、
正
し
い

装
具
の
使
い
方
な
ど
の
講
演
会
を
実
施

し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
４
日
㈰　
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
飯
塚

研
修
室（
飯
塚
市
）

■
対
象
者　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
持

つ
本
人
と
そ
の
家
族
、医
療
関
係
者
な
ど
。

■
講
師　

宮
崎 

操み
さ
お（
麻
生
飯
塚
病
院
）

■
テ
ー
マ　

高
齢
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
家
族

の
関
わ
り
方

■
参
加
費　

無
料

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

筑
豊
分
会

☎ 

０
９
０・
３
０
７
５
・
9
５
３
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医
療
講
演
会

 新しく委嘱された人権擁護委員を紹介
　７月１日付で、松﨑茂彦さん（成光）が、新たに
人権擁護委員に委嘱されました。人権擁護委員は、
人権侵害事件の調査処理や人権啓発活動、人権相
談などを行っています。なお、現在大任町で活動
している委員は次のとおりです。
西藤幸代さん（下今任）、奥永アイ子さん（向田）、
松﨑茂彦さん（成光）
問住民課 福祉係  ☎63・3004

■
と
き　

９
月
９
日
㈮
～
10
日
㈯　

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
と
こ
ろ　

久
留
米
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー（
久
留
米
市
城
南
町
15
番
地
3
）

■
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
接　

相

談
番
号（
０
９
４
２
・
39
・
０
５
３
５
）

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
内
容　

子
育
て
、
い
じ
め
、
就

労
な
ど
。

問
福
岡
県
人
づ
く
り 

県
民
生
活
部
私
学

振
興 

青
少
年
育
成
局 

青
少
年
育
成
課

☎ 

０
９
2
・
６
４
３
・
３
３
８
８

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口
の
開
設

　

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納
期
限
は

8
月
31
日
㈬
で
す
。
県
税
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
便
利
な「
口
座
振
替
」も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

8
月
31
日
㈬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎ 

０
９
４
８
・
21
・
４
９
０
３

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納
付
月
で
す

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講
演
会

教育委員長感謝状贈呈

新教育委員 池本敏春さん

教育長再任 小田玲子さん

松田 幸さんに感謝状

７月臨時議会を経て辞令交付

７月臨時議会を経て辞令交付

　７月20日、町長室で、松田 幸 元教育
委員長に感謝状が贈呈されました。松田さ
んは平成16年から12年間、大任町の教育
にご尽力いただきました。

　７月13日、町長室で辞令交付が行われ、
池本敏春さん（池本）が、教育委員に就任
しました。
問教育委員会　☎63・3110

　７月13日から新教育委員会制度に移行
し、町長室で辞令交付が行われ、小田玲子
さん（下今任）が、教育長に再任しました。
問教育委員会　☎63・3110

Information

 大任町死亡事故ゼロ 3000 日を達成
　大任町では、平成20年５月３日～平成28年７
月20日まで死亡事故がゼロというすばらしい記録
を達成しました。年数にすると、８年と78日死亡
事故がありません。また、８月25日から31日は
飲酒運転撲滅週間になっています。今後も死亡事
故に限らず事故がなく、町の記録を伸ばしていけ
るよう安全運転を心がけましょう。
問総務企画財政課 総務係  ☎63・3000

■
と
き　

�

９
月
14
日
㈬
９
時
～
20
時

　
　
　
　
９
月
15
日
㈭
９
時
～
20
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事

務
所（
飯
塚
市
）

■
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
方
法　

電
話
、
来
初
面
談

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

☎ 

０
９
４
８
・
22
・
１
１
４
９

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
相
談
会

■
と
き　

９
月
18
日
㈰

■
と
こ
ろ　

九
州
産
業
大
学（
福
岡
市
）

■
内
容　

警
察
官
A（
大
学
卒
業
程
度
）

　
　
　
　

 

警
察
官
B（
高
校
卒
業
程
度
）

■
受
験
申
込
み
期
間　

８
月
10
日
㈬
～

８
月
31
日
㈬

■
対
象
者　

警
察
官
A　

昭
和
61
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
大
学
卒

業
者
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者
。

警
察
官
B　

昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
警
察
署
総
務
課

☎
42
・
０
１
１
０

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

■
募
集
内
容　

小
・
中
学
生（
体
験
作
文

と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
）　

高
校
生・一
般
者（
体
験
作
文
の
み
を
募
集
）

■
募
集
期
間　

７
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

■
応
募
先　

大
任
町
役
場　
住
民
課　
福
祉
係

※
募
集
作
品
の
返
却
は
原
則
し
な
い
。

・
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
福
祉
労
働
部　

障
害
者
福
祉

課　
社
会
参
加
係　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
４

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障
害

者
週
間
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集

　
「
親
子
で
つ
く
る
和
綴
じ
手
帳
」。和

綴
じ
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
実
際
に

親
子
で
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

　
８
月
27
日
㈯　
13
時
～
15
時
30
分　

■
と
こ
ろ　

福
岡
共
同
公
文
書
館

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年

生
と
そ
の
保
護
者

■
講
師　

倉
本
優
子（
福
岡
女
子
短
期
大

学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
）

■
定
員　

20
組（
事
前
申
込
み
・
抽
選
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
期
限　

８
月
16
日
㈫
必
着

※
無
料
駐
車
場
あ
り
。

福
岡
共
同
公
文
書
館
公
開
講
座

　

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
に
成
年
後
見

制
度
の
利
用
方
法
、
遺
言
や
相
続
な
ど

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

９
月
10
日
㈯　
10
時
～
13
時

■
と
こ
ろ　

立
岩
公
民
館（
飯
塚
市
新
飯

塚
20
ー
30
）

■
相
談
料　

無
料

成
年
後
見
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

求
人
情
報
が
あ
る
事
業
所
な
ど
が
参

加
し
、個
別
に
面
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
に
関
す
る
資
格
や
就
職
相
談
、
求

職
登
録
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
22
日
㈯　
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学（
田
川
市
）

■
内
容　

求
人
施
設
、
事
業
所
や
求
職

者
と
の
面
談
。
福
祉
関
係
資
格
相
談
。

求
職
相
談
や
求
職
登
録
。

■
参
加
費　

無
料（
事
前
申
込
み
は
不
要
）

■
対
象
者　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

就
職
希
望
者（
高
校
生
不
可
）

福
祉
の
職
場
説
明
会
in
筑
豊
を
開
催

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
離
婚
協
議
中
の
人

な
ど
を
対
象
に
専
門
相
談
員
が
養
育
費

に
関
す
る
電
話
相
談
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
相
談
時
間　

平
日
9
時
～
16
時

問
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

養
育
費
の
電
話
相
談
義
務
に
つ
い
て

　

町
村
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護

者
を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

て
就
業
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
セ

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
就
業
支
援
相
談

■
と
き　

９
月
３
日
㈯　

13
時
30
分
～

15
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
人
員　

５
０
０
人
程
度

■
講
師　

中
村 

哲（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

代
表
）

問
筑
豊
市
民
大
学

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

問
福
岡
共
同
公
文
書
館

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
平
日
は

対
象
者
が
居
住
さ
れ
て
い
る
役
場
な
ど

に
出
張
し
ま
す
。

■
相
談
時
間　

平
日
9
時
～
16
時

問
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
４
８
・
23
・
２
２
１
０

■
予
約
受
付
期
間

　

８
月
22
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

問
福
岡
県
司
法
書
士
会　

筑
豊
支
部
事

務
局　

☎
０
９
４
７
・
45
・
３
９
９
６

　

大
任
町
商
工
会
で
は
、
今
年
も
町
内
の

商
品
券
取
扱
加
盟
店
で
、
買
い
物
に
使
え

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

大
任
町
商
工
会

■
販
売
価
格　

一
冊　
１
万
円

■
商
品
券
内
容　

一
冊　
1
万
１
千
円
分

大
任
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
商
品
券
販
売

■
購
入
限
度
額　

一
人
５
冊
ま
で

■
使
用
期
限　

９
月
１
日
㈭
～
12
月
31

日
㈯

■
販
売
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
９
月
30

日
㈮（
平
日
の
み
販
売
）　

10
時
～
17
時

ま
で
。

※
９
月
１
日
㈭
に
限
り
９
時
か
ら
販
売
。

※
売
り
切
れ
次
第
、
販
売
終
了
。

問
大
任
町
商
工
会

☎
63
・
２
２
４
１
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あなたの手で人を助けたい！ 守りたい！
田川地区消防採用試験

採用試験案内
■とき　10 月16日日　8 時 30 分から受付
■ところ　田川地区消防本部（田川市大字川宮1570 番地）
※会場には駐車場がありませんので公共交通機関をご利用ください。
■受験資格　平成 4 年 4 月2日～平成 11年 4 月1日までに生まれた人。
■受付期限　9 月２日金まで
■必要書類　受験申込書、健康診断書、返信用封筒、受験票（郵送受付不可）　
問田川地区消防本部 総務課 総務係　
　☎44・0651

あなたの思い・そして国の平和を守る
自衛官一般曹候補生採用試験

採用試験案内
■とき　一般曹候補生、自衛官候補生（男子）　 9 月17 日土
　　　  自衛官候補生（女子）　 9 月23日金・24 日土
　　　  航空学生（男女）　 9 月22日木
■ところ　飯塚研究科学センター（飯塚市）
■受験資格　日本国籍を有する18 歳以上～ 27 歳未満の人。
■受付期限　9 月８日木まで　
※詳しくはお問い合わせください。
問自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所　　
　☎0948・22・4847

心と向き合う・そして責任と誇りを胸に
刑務官採用試験

採用試験案内
■とき　9 月18日日　午前 9 時から受付　　  　　　  
■ところ　受験申込み時に最寄りの場所となります。
■受験資格　刑務Ａ・Ｂ 昭和 62 年 4 月2日～平成 11年 4 月1日までに生まれた人。
※詳しくはお問い合わせください。
問北九州医療刑務所　　
　☎093・963・8131
　九州事務局（人事院）
　☎092・431・7733

採用試験のお知らせ

　８月 27 日土 28 日日の２日間、
道の駅で2016夏祭りを開催します。
子どもから大人まで楽しめるイベン
トが盛りだくさん。ぜひ、当日は道
の駅おおとう桜街道で夏祭りをお
楽しみください。皆さんのご来場を
お待ちしております。
問大任町役場 総務企画財政課
☎ 63・3000（夏祭り）
問大任町教育委員会
☎ 63・3110（盆踊り花火大会）
私たちは、24 時間テレビ 39

「愛は地球を救う」を応援してい
ます。８月27日土・28日日チャリ
ティー募金を受け付けますので、
ご協力をお願いいたします。

10：00 ～ 22：30 10：00 ～ 21：20土８月27日 日８月28日
時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：20 　■開会式

10：30 ～ 11：00
　■ 和太鼓演奏
　伊田保育園、宝保育園の園児による和太鼓演奏

11：10 ～ 11：40
　■コットンシュガーエンジェル　
　注目度 200％！エンジェル（女子）2 人組による
　綿菓子アートパフォーマンス

11：50 ～ 12：20
　■東鷹高校吹奏楽部
　東鷹高等学校吹奏楽部の生徒による演奏

12：30 ～ 13：30 　■動物戦隊ジュウオウジャーショー（第１部）

13：40 ～ 15：00
　■ダン石田とニューブリッコ
　70 ～ 80 年代の昭和アイドル曲の伴奏を専門に
　行うビッグバンド

15：10 ～ 15：40
　■少林武術
　護身とダイエットに最適！少 2-2 林武術の披露

15：50 ～ 16：50 　■動物戦隊ジュウオウジャーショー（第２部）

17：00 ～ 18：00

　■フラダンスショー
　・アロハ フラ
　・フラ・オ・プ アメリア
　・プ ア・エンゼ ルプリティ

18：00 ～ 20：00 　■第 38 回盆踊り花火大会
　大任町盆踊り花火大会実行委員会による
　盆踊り＆花火（花火の打ち上げは 20 時から）20：00 ～ 20：30

20：30 ～ 22：30

　■チャリティーバンドライブ
　・ラムジャムベンダーズ＆デンジャーシュー　
　・ニーナ＆グライダーズ
　・石油とハニービスケット
　・Oっ３ず

時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：30
　■ 和太鼓演奏
　今任小学校の児童、大藪太鼓による和太鼓演奏

10：40 ～ 11：10
　 ■ D a n c e  O f f i c e
　�子どもたちによるヒップホップダンスメドレー

11：20 ～ 12：00
　■大任町おどり愛好会
　おどり愛好会による、「なす かぼ」や「六文
　銭」などを披露

12：10 ～ 13：10 　■それいけ！アンパンマンショー（第１部）

13：20 ～ 14：10

　■大任中学校吹奏楽部
　　陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部
　大任中学校の生徒、陸上自衛隊飯塚駐屯地音　
　楽部による演奏

14：20 ～ 15：20 　■それいけ！アンパンマンショー（第２部）

15：30 ～ 18：10
　■チャリティーカラオケ
　夏祭り参加者によるチャリティーカラオケ

18：20 ～ 19：00
　■ Non Section
　小竹町、田川市、飯塚市などで活躍するダンスチーム

19：10 ～ 19：50
　■ TTP-Dance Studio
　地元で活躍中のストリートダンス教室
　HIPHOP を中心にダンスを披露

イベント終了後
　■わくわく抽選会
　豪華景品が当たるかも !?ドキドキわくわく抽選会

抽選会終了後 　■閉会式

道の駅おおとう桜街道

２０１６夏祭り

夏祭りで盆踊り花火大会を開催
※今年の花火の打ち上げは８月27日土 20 時から
 （延期の場合は８月28日日の同時刻から）

花火打ち上げ場所周辺の
通行止めにご協力ください

イベントスケジュール

※開会・閉会時間に変更はありませんが、各イベントの内容・開
始時間は変更する場合があります。

混雑が予想されます。役場とレインボーホールを臨時駐車場
にしていますので、シャトルバスをご利用ください。

８月 27 日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分の間、下図赤色の区間が
通行止めとなることに加え、対岸の花火打ち上げ場所周辺が終日
通行止めになります。

８月27日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分
■通行止め時間

■通行止め区間

※悪天候のため、花火が打ち上げられないときは
　翌日の同時刻に延期する場合があります。

六本松橋～下今任南交差点
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●種　属　ハシラサボテン亜科ステノケレウス属
●原産地　メキシコ
●特　徴　サボテンハウスでは、今年初めて開花
した夜咲きの花で、直径４cm くらいの小さな花が
咲く。花の大きさは小さくてかわいらしい。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

朝あ
さ

霧ぎ
り

閣か
く

●作品名　「ひおうぎ」
（大任町文化連盟 

生花教室から選出）
●作者　菊本 倭

し

文
ず

子
こ

さん

●コメント
「どのようにお花を生けるか日々勉
強しています。花によって生け方が
変わってきますし、中でもバランス
をとるのが難しいです」
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大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

高齢者の
　難聴について

　
「
妻
か
ら『
最
近
物
忘
れ
が
多
く

な
っ
た
』と
指
摘
さ
れ
る
」と
の
相
談

を
あ
る
男
性
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
と

疑
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
会

話
を
し
て
い
て
も
認
知
症
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
詳
し
く
話
を
聞

く
と
、
夫
婦
の
会
話
は
主
に
食
事
の

準
備
の
際
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
、

男
性
に
聞
き
間
違
い
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
質
問
に
対
し
て
も
的
外

れ
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
何

度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
疑
っ
た

の
が
難
聴
で
す
。
静
か
な
部
屋
で

し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
話
を
し
て

も
聞
き
間
違
い
が
あ
る
人
が
、
換
気

扇
が
回
っ
て
い
る
音
や
フ
ラ
イ
パ
ン

で
食
材
を
炒
め
る
音
、
そ
れ
に
テ
レ

ビ
が
つ
い
て
い
る
と
い
っ
た
雑
音
・

騒
音
の
中
で
、
少
し
離
れ
て
反
対
方

向
を
向
い
て
い
る
奥
さ
ん
の
話
を
理

解
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
こ
の
男
性
は
、
物
忘
れ
外

来
と
耳
鼻
科
を
受
診
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
物
忘
れ
は
年
相
応
の
も
の

で
認
知
症
で
は
な
い
、
た
だ
難
聴
は

少
し
進
行
し
て
い
て
中
等
度
の
老
人

性
難
聴
、
近
年
で
は
加
齢
性
難
聴
や

感
音
性
難
聴
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
補
聴
器
を

使
い
始
め
ま
し
た
が
、「
雑
音
や
騒

音
ば
か
り
が
聞
こ
え
て
神
経
が
ど
う

に
か
な
る
。」
と
の
こ
と
で
、
間
も
な

く
補
聴
器
の
使
用
は
止
め
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
で
き
る
だ
け
雑
音
は
ひ

ろ
わ
ず
、
人
の
声
を
し
っ
か
り
と
ひ

ろ
っ
て
く
れ
る
補
聴
器
も
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
慣
れ
る
ま
で
に
は

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
多
額
の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。

　
老
人
性
難
聴
の
特
徴
と
し
て
、
音

や
声
は
聞
こ
え
る
が
、
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
症

状
が
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
外

国
語
を
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
と
表
現

す
る
人
も
い
ま
す
。
特
に
周
囲
の
環

境
が
騒
が
し
い
と
、
隣
の
人
の
話
も

理
解
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
奥
さ
ん
に
、
大
事
な
こ
と

を
話
す
際
の
要
点
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
食
後
な
ど
の
お
茶
の
時
間

に
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
で
き
る
だ

け
静
か
な
環
境
で
し
っ
か
り
と
向
き

合
い
、
話
の
内
容
は
整
理
し
て
か
ら

伝
え
る
こ
と
で
す
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　

今
月
号
は
、
ふ
る
さ
と
館
に
収
蔵
さ

れ
、
今
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

水
車
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　
水
車
は
、
一
部
の
地
域
で
は
、
観
光
用

と
し
て
あ
る
い
は
製
粉
作
業
を
行
う
際

の
動
力
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
実

際
に
見
ら
れ
た
方
は
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
回
紹
介
す
る
も
の
は
人
が
踏
ん

で
使
う
こ
と
か
ら
、踏
車
と
も
い
い
ま
す
。

　
水
車
は
、
車
の
上
に
人
が
乗
っ
て
、
車

の
羽
根
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
水
車
を
回

す
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
車
を
回
転
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
水
を
低
い
所
か
ら
高
い
所

へ
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
に
、
水

路
と
田
ん
ぼ
に
高
低
差
が
あ
る
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
ま
し
た
。
羽
根
を
一
枚
踏
む
こ

と
に
よ
り
、
水
が
７
～
９
リ
ッ
ト
ル
ず
つ

揚
が
り
、
成
人
男
性
が
一
日
踏
ん
で
10

ア
ー
ル（
一
反
）の
水
田
に
水
を
送
る
能
力

が
あ
り
ま
し
た
。
水
車
は
車
と
鞘さ

や
の
部

分
に
分
か
れ
、
使
わ
れ
な
い
と
き
は
、
分

解
し
て
納
屋
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
持
ち
運
び
が
容
易
で
、
移
動
も

で
き
る
こ
と
か
ら
か
な
り
重
宝
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

水
車
の
歴
史
は
古
く
、
起
源
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
機
具
の
改
良

が
進
ん
だ
江
戸
時
代
の
初
め
ご
ろ
に
考

案
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
全
国

的
に
普
及
し
た
よ
う
で
す
。

水
車（
踏ふ

み

車ぐ
る
ま

）に
つ
い
て

第 126 話
　

車
の
直
径
は
1.5
ｍ
、
厚
み
は
約
25
㎝

ほ
ど
で
す
。
鞘
は
車
を
収
納
す
る
部
分

が
直
径
80
㎝
、
厚
み
が
30
㎝
、
水
を
送
る

部
分
が
長
さ
60
㎝
、
厚
み
が
30
㎝
ほ
ど
の

大
き
さ
で
す
。
鞘
の
部
分
に
は
、
両
側

に
支
柱
を
取
り
付
け
、
こ
れ
を
車
の
羽

根
を
踏
む
人
が
つ
か
む
こ
と
に
よ
り
、
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
鞘
の
部
分

に
は
車
の
４
分
の
１
ほ
ど
が
格
納
さ
れ
、

４
分
の
３
は
外
へ
出
て
い
ま
し
た
。
水
車

も
昭
和
30
年
ご
ろ
ま
で
全
国
各
地
で
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
動
力
ポ
ン
プ
が

普
及
し
た
昭
和
40
年
代
に
は
姿
を
消
し

ま
し
た
。

　
構
造
は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
大
人
で
も

子
ど
も
で
も
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
に
、
先
人
の
工
夫
や
知
恵
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

　最近になって不眠症を訴える人が多
くなっているようです。現代社会はス
トレス社会とも言われるように、子ど
もから大人まで、家庭や学校、職場と
あらゆる環境にストレスが存在してい
ます。

治療は？
　不眠の治療には、睡眠薬を使わない
治療と使う治療（薬物治療）がありま
す。
●睡眠薬を使わない治療
　リラックス療法や生活指導、精神療
法などがあります。
●睡眠薬を使う治療（薬物治療）
　現在の不眠治療は睡眠薬を用いた
薬物療法が中心になっています。睡眠
薬は、一度使い始めると手放せなくな
り、次第に量が
増えていくので
副作用が怖いと
思い込んでいる
人も多いようで
すが、現在広く

不眠症とは「寝つきが悪い」
「眠っていても何度も目が

覚める」「熟睡できない」などの症状が
重なり、日中にけ
ん怠感、意欲低下、
集中力低下や食欲
低下などの不調が
出現する病気です。
　通常は、数日から
数週のうちに眠れる
ようになるのですが、ときには不眠が
一カ月以上にわたって続く場合があり
ます。
　今回は、そんな不眠症についてのご
説明をします。

原因は？
　さまざまな原因
があげられますが、
ストレス、体の病
気、心の病気、環
境の変化や生活の
リズムなどがあり
ます。

ストレスをため込まないようにしましょう。
いきいき
国保

現代社会特有の病の１つの不眠症

使用されている睡眠薬は、不安や緊張、
興奮を和らげて眠りに導くので、自然
に近い眠りが得られ副作用も少なく安
心して使用することができます。ただ
し医師の指示を守って服用することが
大切です。
　不眠症は４つのタイプに分けられま
す。寝付きの悪い「入眠障害」眠りが
浅く何度も目が覚める「中途覚醒」早期
に目が覚めてしまう「早期覚醒」ある程
度眠ってもぐっすり眠れたという満足
感が得られない「熟眠障害」などです。
特に中 高 年
に な ると 不
眠 症 に なる
割 合 が 高く
な っ て き ま
す。どうして
も不 眠 が 続
くときには、専門医に相談しましょう。

問住民課　国保係　☎63・3004

▶
鞘さ
や

の
部
分（
手
前
の
両
側
に
支
柱
を
固
定
）

▶
水
車（
一
番
高
い
所
に
人
が
乗
る
）車
の
部
分

◀
水
車（
踏
車
）
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「子どもたちの成長を地域の人と一緒に」

▼職員としての長年の経験を生かし田川直方バイパス延伸事業を実行する

　田川発展のために力になりたい

　「多くの方に喜んでもらえる道路を作りたいですね」
と話すのは、現在田川直方バイパス延伸事業に取り組
んでいる東田重孝さん。
　東田さんは平成26年の３月に大任町役場を定年退職
し、その年の４月から大任町の再任用職員として採用
され、現在は田川市役所の田川地域幹線道路対策室で
業務にあたっています。
　現在の仕事内容についてたずねると「直方市内から田
川市の国道201号線までつながっている、田川直方バ
イパスを大任町の国道322号線の今任中央交差点まで
約4.3㎞を延伸するための業務ですね」と話す東田さん。
　大任町から派遣されていて、責任を持って今回の事業
に取り組んでいます。東田さんに仕事でのやりがいを聞
くと「まずはこの事業が順調に進み、最終目的である田
川直方バイパス延伸区間の道路を完成させる。そしてこ
の事業を行ったことで、田川地域全体が潤い活気づいて
多くの人に喜んでもらえる道路になったときに初めてや
りがいを感じられるのではないでしょうか」と真剣な表
情で語ってくれました。
　最後に東田さんは町民の方々に向け「福岡県が田川直
方バイパス延伸の新規事業を決定し、本年度から実施
測量や詳細設計などの事業に着手していきます。これ
からは、早期完成を目指して田川県土整備事務所とと
もに事業の円滑な推進に努力していく所存であります
ので、関係する町内の皆様につきましては、現地測量
のほか用地買収等につきましても、今後ともご協力の
程よろしくお願いします」と話してくれました。

東
と う

田
だ

 重
し げ

孝
た か

さん（島台）

クローズ・アップ

− 田川地域幹線道路対策室− vol .118

８月の休室日

問OTOレインボーホール
☎63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

一般書
●天才　　　　　　　　　　　　　　　　石原慎太郎　著
●希望荘　　　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき　著
●マグごはん　　　　　　　　　　　　　新谷友里江　著
児童書
●このあとどうしちゃおう　　　　ヨシタケシンスケ　著
●おならしりとり　　　　　　　　　 tuperatupera　著
●レゴニンジャゴーアイデア 50　　　　　 ポプラ社　著

日 月 火 水 木 金 土

31 １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 １ ２ ３

ＤＶＤ
●椿三十郎　　　　　　　　　　　　　　　　黒沢明　監督
●モンスター・ホテル２　　　　　　　 山寺宏一など 声出演
● I LOVE スヌーピー　　　　　　　　　鈴木福など 声出演
CD
● DANGEROUS WOMAN　　　　  アリアナ・グランテ
●ＭＹ　ＤＲＥＡＭ　　　　　　　　　　　　　　　  aiko
●湘南爆音ＢＲＥＡＫＳ！Ⅱ　　　　　　　　　  湘南乃風

教 会員育委

　９月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは８月12日金です。

教 育 信通

　現在、文部科学省では学校と地域が一体となって地域創生に
取り組めるよう「次世代の学校・地域」創作プランを策定し、子ど
もたちが自立して活躍する「一億総活躍社会」と「地方創生」の実
現を目指しています。「その中で、「学校と地域の連携・協働」
が重要とされており、大任町教育委員会においても、【大任の子
が「30歳になったときに、精神的にも経済的にも自立した大人に
なるため」の10年計画】における生け花教室と茶道教室の先生方、
また、放課後子ども教室「おおとう未来広場」での講師や見守りボ
ランティア、さらに学校支援地域本部における地域ボランティア
による学校支援等で、大任町の地域の方に協力を頂き、子どもた
ちが地域の方と一緒に成長する機会を作っています。地域の方が
子どもたちの成長にかかわって頂くことで、大任町が学校を核と
した活気のある地域になることを目指して、これからも取り組ん
でいきます。　問教育委員会 教育課 学校教育係 ☎63・3110
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◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●そえだ花火大会

　８月６日土　19時～ステージイベント・20時～花火
　そえだサン・スポーツランド
※雨天の場合は花火のみ7日日に順延。交通規制あり。
問添田町役場 まちづくり課　☎82・1236

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●博物館トーク2016
　８月７日日、21日、28日、9月4日日
　田川青少年文化ホール
※いずれも13時30分～15時

内容�：「筑豊の炭坑絵画」、「近世・近代の田川の石炭産業」
など。

※詳しくは博物館ホームページをご覧ください。

問田川市石炭・歴史博物館　☎44・5745

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●ふるさと香春夏まつり盆踊り大会

　８月15日月　18時30分～ 21時　

　香春町役場前
※雨天の場合は16日に延期、16日も雨天の場合は中止。

内容�：筑豊初上陸！ カラーレーザーと特殊効果演出に
　よる「清瀬姫の夜」　開演：20時35分～

問香春町観光協会　☎85・8035

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●福智町憩いの夕べ　
　８月20日土　17時30分～　

　福智町商工会館前
問福智町商工会　☎28・5055

●第11回 水と灯火の夕べ　
　８月27日土　19時～ 21時　

　彦山川・中元寺川合流点河川敷
20時30分～ 800発の花火が夜空を彩ります。
※少雨決行、雨天中止

問福智町役場　☎22・0555

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

お詫びと訂正
　８月行事予定表の中で、下記のとおり訂正がありましたのでお詫びして訂正致します。
　①８月３日の『町内３校出校日』を５日に修正
　②『みらい塾盆休み』『大任中学校夏季授業』を追加
　③９月１日『町内３校始業式』を追加
　④９月２日『３校給食開始』を追加
　⑤『駅伝練習』の表示方法を変更

（平成 28 年 6 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,801 人  （－６）    693 人（＋４） 2,494 人（－２）
女 1,752 人（±０） 1,091 人（＋３） 2,843 人（＋３）
計 3,553 人（－６） 1,784 人（＋７） 5,337 人（＋１）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,501 世帯（＋３）

　

今
月
の
表
紙
は
、
花
公
園
を
訪
れ
た

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
の
皆
さ
ん
で
す
。
満
開

の
ヒ
マ
ワ
リ
を
観
賞
し
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
様
子
を
撮
り
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

　

７
月
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
、

忘
れ
ら
れ
な
い
月
と
な
り
ま
し
た
。特
に
、

私
の
愛
車
が
へ
こ
ん
で
し
ま
い
、
心
も
へ

こ
み
そ
れ
を
見
て
周
り
の
方
が
元
気
づ
け

て
く
れ
、
車
の
修
理
工
場
を
紹
介
し
、
愛

車
が
元
気
な
姿
に
戻
っ
た
こ
と
。
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。（
勇
輝
）

８月行事予定表（修正後） 葉月
日 月 火 水 木 金 土

31 １ 水の日 ２ ３ ４ ５ ６ 広島平和記念日

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

県駅伝練習
【 17時30分〜】

心配ごと相談
(人権 ･行政相談あり)

【第３研修室 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

町内3校出校日

７ ８ ９ 長崎平和の日 10 道の日 11 山の日 12 13
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

14 15 16 17 18 満月 19 食育の日 20
県駅伝練習

盆休み
心配ごと相談

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分

障害者心の
　    健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

21 22 23 24 25 26 27
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【視聴覚 10時〜12時】

道の駅おおとう桜街道
2016夏祭り

※詳細は９ページ

28 29 30 31 １ ２ 場 所
道の駅おおとう桜街道

2016夏祭り
※詳細は９ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

町内3校始業式 給食開始 【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

固定資産税　
第２期納期限町県民税　

８月31日水

人
を
笑
顔
に
す
る

　
　
　
町
の
風
物
詩8

2016　AUG.

No. 301

大任町敬老会
■とき　９月11日日　受付 ８時30分　開会 ９時30分
■ところ　レインボーホール

問住民課 福祉係☎63・3004

■余興
お笑い大衆演芸 

『いろは座』
ちょっと毛色の違った大衆演劇で会場を盛り上げます！

県駅伝練習
　　　【 17時30分〜】

県駅伝練習
　　　【 17時30分〜】

県駅伝練習
　　　【 17時30分〜】

宝くじ助成事業
世界の

カミキリムシ展
開催中

９月19日月まで
９時～ 17時

ふるさと館おおとう
（月曜休館）

大任中3年夏季授業
　　　17日水～ 19日金

２日火～４日木
大任中2年生職場体験学習

11日木～ 17日水
みらい塾盆休み

８月１日月～８月31日水
（特別）児童扶養手当現況届

受付開始

人権パネル展
（大任町役場ロビー）
22日月～ 30日火

４日水
サマースクール

（大任町公民館）
13時30分～ 15時

【ニュースポーツ】

10日水
サマースクール

（自然の森キャンプ場）
12時30分～ 15時30分

【野外調理】

27日土
盆踊り花火大会

（道の駅おおとう桜街道）
18時～ 20時30分

花火打上は20時から

大任中１年夏季授業
　　　22日月～ 24日水

大任中２年夏季授業
　　　18日木～ 19日金
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住みやすい町を作るために町長と 11 人の議員が考える

おおとう
　　議会報告

2016

6
輝きに満ちた町を目指して

記
  6 月	10 日	議会本会議（出席者 11 名、欠席者０名）
		  （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
		  総務常任委員会（専決処分の承認を求めることについて（専決第 4 号 大任町税条
		  例等の一部を改正する条例等の審査）
	 13 日	地域振興常任委員会（大任町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正
　　　　　　 する条例等の審査）
	 14 日	議会本会議（出席 10 名、欠席者 1 名）
		  （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

永原譲二 町長 米丸年一 議長 佐々木次男 議員 坂本年行 議員 毛利英文 副議長

次谷隆澄 議員 丹村咲男 議員 田中良幸 議員 永原髙文 議員 奥永明正 議員

松下太 議員

宮本孝一 議員

議 会 本 会 議

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員
に
は

1
番
、
田
中
良
幸
君
。
2
番
、
永
原
髙
文

君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

（
全
員
異
議
な
し
で
、
６
月
10
日
か
ら
６
月

14
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と
に
決
定
）

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

〇
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
の
提
出
は
あ
り

ま
せ
ん
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
３
月
29
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
」

出
席
。　

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る

田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
視
察
研
修

会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
、
副
議
長
研
修

会
等
に
つ
い
て
外
４
件
の
協
議
事
項
を
協

議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
４
月
19
日
「
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

　
第
１
回
理
事
会
」
出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、（
福
岡
県
町
村
議

会
議
長
会
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
定
の

一
部
を
改
正
す
る
制
定
に
つ
い
て
）外
３
件

の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
５
月
12
日
「
田
川
広
域
観
光
協
会　
第

１
回
理
事
会
」
出
席
。　

　
そ
の
内
容
は
、平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
承
認
。
平
成
28
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の
承
認
。
一
時
借
入
金
最

高
限
度
額
、
借
入
金
融
機
関
の
承
認
。
役

員
の
改
正
の
承
認
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

○
５
月
18
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る

田
川
郡
議
長
、
副
議
長
、
事
務
局
長
研
修

会
等
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
あ

り
ま
し
た
。

○
５
月
27
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設
促
進

期
成
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
。
平
成
28
年
度
事

業
計
画
並
び
に
予
算
の
承
認
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
30
日
、
31
日
「
全
国
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
研
修
会
」
出
席　

　
そ
の
内
容
は
、
山
梨
学
院
大
学
法
学
部

教
授
、
江
藤
俊
昭
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地

方
議
会
の
役
割
と
改
革
の
行
方
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
、
神
奈
川
県
大
磯
町
議
会
議
長

よ
り
「
わ
が
町
の
議
会
活
性
化
へ
の
取
組

み
」
に
つ
い
て
、
長
野
県
飯
綱
町
議
会
議

長
よ
り
「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切

磋
琢
磨
す
る
議
会
へ
」
の
事
例
発
表
が
行

平成 28 年 6 月定例会が 6 月 10 日から
14 日までの５日間で開会されましたので、
その審議内容と結果をご報告いたします。

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
、
伊

藤
聡
子
氏
を
講
師
に
「
地
域
活
性
化
が
日

本
の
元
気
を
取
り
戻
す
」。
読
売
新
聞
特

別
編
集
委
員
の
坂
本
五
郎
氏
を
講
師
に

「
今
後
の
政
局
・
政
治
の
動
き
を
読
む
！
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
研
修

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

○
６
月
１
日
「
主
要
地
方
道
田
川
直
方
線

延
伸
整
備
促
進
期
成
会
」
出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
並
び
に
要
望
書
の

承
認
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
同
じ
く
６
月
１
日「
田
川
地
域
国
道
整

備
促
進
期
成
会
役
員
会
、
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
。
平
成
28
年
度
事

業
計
画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
の
承
認
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

松
下　

太
）

○
６
月
定
例
に
向
け
て
の
議
会
運
営
委
員

会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
提

案
の
と
お
り
６
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の

５
日
間
と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
25
号
「
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
専
決
第
４
号　

大
任
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
か
ら
、

議
案
第
33
号
「
平
成
28
年
度
大
任
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
ま
で

の
９
議
案
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委

員
会
へ
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し

た
。

　
同
意
第
２
号
「
副
町
長
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
10

日
の
本
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

（
坂
本　

年
行
）

○
３
月
25
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
平
成

28
年
第
１
回
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合

議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
「
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
原
案
の
と
お

り
認
定
致
し
ま
し
た
。

 (10 日 ) の審議経過

編
集

委
員
会
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議
案
第
２
号
「
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
３
号
「
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
４
号
「
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
５
号
「
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
６
号
「
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
７
号
「
平
成
27
年
度
福
岡
県

田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
31
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
17
億
３
千
１
百
76
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

議
案
第
８
号
「
平
成
28
年
度
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

17
億
７
千
２
百
56
万
８
千
円
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員

（
田
中
良
幸
）

○
３
月
25
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
平
成

28
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
第
２
回
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
の
諸
報
告
の

中
で
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設

の
今
後
の
事
業
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
２
号
「
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
職
員
の
給
与
の
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
３
号
「
平
成
27
年
度
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
千
９
百
57
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
９
千
８
百
99
万
５
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

は
、
繰
入
金
の
追
加
補
正
で
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
認
定
第
４
号
「
平
成
28
年
度
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
６
千
３
百
32
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。

○
４
月
18
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
田
川

郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
第
３
回

臨
時
会
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
の
諸
報
告
の

中
で
、
８
市
町
村
で
の
初
議
会
に
伴
い
ま

す
、
ご
み
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
の

建
設
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
経
過
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
５
号
「
平
成
28
年
度
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
百
44
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
億
６
千
４
百
77
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

衛
生
手
数
料
の
追
加
補
正
で
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
14
議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及
び
各

常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議
案
等
）

・
議
案
第
25
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
４
号　
大

任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
５
号　
大

任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

平
成
28
年
度
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
重
度
障
害
者
医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
32
号　

平
成
28
年
度
大
任
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

平
成
28
年
度
大
任
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

「
追
加
議
案
」

・
議
案
第
34
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
35
号　

大
任
町
と
委
託
団
体
と

の
間
の
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理
施
設
の
建

設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し
た
議
案
）

・
同
意
第
２
号　

副
町
長
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
内
容
は
、副
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

再
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）
以
上
で
、
本
日
の
日
程

を
す
べ
て
終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
25
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
４
号

　
大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
）

内
容
は
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康

安
全
機
構
が
設
置
す
る
施
設
の
課
税
免

除
の
一
部
改
正
に
伴
う
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
５
号

　
大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
内
容
は
、
大
任
町
行
政
不
服
審
査
に

関
す
る
条
例
に
伴
う
本
条
例
の
一
部
改

正
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、「
適
用
区
分
」

の
変
更
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図
る
た

め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
31
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
１
千
２
百
42
万
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

53
億
２
千
８
百
76
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　

町
づ
く
り
事
業
費
、
地

域
活
性
化
費
の
委
託
料
の
交
通
公
園
と

は
何
を
す
る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
交
通
公
園
の
建
っ
て
い
る

ト
イ
レ
等
の
改
修
工
事
を
含
め
た
所
で
、

旧
大
任
駅
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
建
物
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

今
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
建
物
は
ど
こ

に
建
つ
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
上
の
段
、
南
の
方
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

○
永
原
委
員　

建
物
の
大
き
さ
は
、
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
規
模
的
に
は
、

旧
今
任
駅
に
建
っ
て
い
る
大
き
さ
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　
農
業
用
水
路
整
備
事
業

費
と
は
、
ど
こ
の
部
分
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
継
続
事
業
と

し
ま
し
て
夘
ノ
木
の
水
路
で
す
。

○
田
中
委
員　

Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
は
最

終
的
に
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　
現
在
の
プ
ー
ル
を
埋
め

て
、
そ
の
上
に
人
工
芝
を
張
っ
て
屋
根

も
高
く
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
の

練
習
が
で
き
る
多
目
的
な
形
で
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
考
え

て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　
お
お
と
う
未
来
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
事
業
と
は
な
ん
で
す
か
。

○
教
育
課
長　
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後

に
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
つ
く
る
事

業
で
す
。
そ
の
中
で
体
験
活
動
や
学
習

活
動
等
を
行
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　
場
所
を
作
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
ね
。

○
教
育
課
長　
講
師
等
に
来
て
い
た
だ

い
て
活
動
等
を
行
う
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
教
育
課　

７
月
の
同
和
問
題
強
調
月

間
に
伴
う
行
事
の
案
内

※
産
業
経
済
課　

株
式
会
社
お
お
と
う

ニ
ン
ニ
ク
食
品
の
設
立
の
報
告

※
道
の
駅　

経
営
状
況
の
報
告

○
宮
本
委
員　
職
員
の
給
料
が
低
い
と

い
う
こ
と
で
改
善
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
改
善
の
状
況
と
非

常
勤
職
員
、
各
種
委
員
会
の
委
員
等
の

特
別
職
を
含
め
ま
し
て
、
報
酬
の
調
査

を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、ど
う
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
職
員
に
つ
い
て

は
、毎
年
１
回
定
期
昇
給
を
行
っ
て
お
り
、

総務常任委員会
10 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
佐
々
木　
次
男

●
副
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
松
下　
太

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

現
在
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
92
．
９
％
に

な
っ
て
お
り
４
年
前
に
比
べ
て
改
善
さ
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
各
種
報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
57
年
当
時
か
ら
報
酬
の
改
定
が
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
協
議
し
ま

し
て
必
要
で
あ
れ
ば
報
酬
審
議
委
員
会
等

の
第
三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
全
般
的

な
見
直
し
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　
昭
和
時
代
か
ら
改
定
さ

れ
て
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
現

在
の
町
長
た
ち
は
、
か
な
り
手
出
し
で

走
り
回
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
永
原
委
員　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

○
教
育
課
長　
７
月
を
目
処
に
設
置
す

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　
関
連
で
交
差
点
の
信
号

機
に
警
察
の
方
の
予
算
で
防
犯
カ
メ
ラ

を
つ
け
ら
れ
な
い
で
す
か
。
事
故
等
の

事
件
解
決
に
役
立
つ
の
で
は
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
設
置
で
き
る

か
ど
う
か
調
査
い
た
し
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員
長　
特
別
対
策
班
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

○
税
務
課
長　

特
別
対
策
班
と
は
、
福

岡
県
に
対
し
各
市
町
村
か
ら
税
務
職
員

の
派
遣
を
要
請
し
、
一
定
期
間
市
町
村

の
税
務
職
員
と
し
て
市
町
村
と
共
同
で

滞
納
整
理
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　　
以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。
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審
査
内
容

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

支
給
事
業
費
県
費
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　
大
任
町
に
は
ひ
と
り
親

家
庭
は
何
世
帯
あ
り
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　
児
童
扶
養
手
当
に
関
し

て
の
世
帯
数
で
１
２
８
世
帯
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
重
度
障
害
者

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
重
度
障
害
者
医
療
費
支
給

事
業
費
県
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
29
号　

町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
町
道
と
し
て
、
３
路
線
を

認
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
32
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
百
13
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

９
億
３
千
５
百
44
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
33
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支

出
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
追
加
し
、

収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
千
３
百
32
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

地
方
債
の
利
率
は
、
実

際
に
払
っ
て
い
る
利
率
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
す
か
。
５
％
は
高
い
の
で
は
。

一
般
の
金
利
と
変
わ
ら
な
い
の
で
す
か
。

○
水
道
課
長　
昨
年
の
実
績
で
0.5
％
で

す
。（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
34
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
を
変
更

し
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
35
号　

大
任
町
と
委
託
団
体

と
の
間
の
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理
施
設

の
建
設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い

て　

内
容
は
、
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理

施
設
の
建
設
に
関
す
る
事
務
を
田
川
地

区
１
市
５
町
１
村
か
ら
本
町
が
受
託
す

る
た
め
の
規
約
の
制
定
で
あ
り
ま
す
。

　
（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
）

　　
以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
全

て
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委
員

会
と
同
じ
で
す
の
で
19
ペ
ー
ジ
を
参
照

願
い
ま
す
。

○
米
丸
議
長　
中
高
一
貫
校
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
永
原
町
長　
今
ま
で
は
県
立
大
学
が

学
校
付
属
高
等
学
校
を
持
た
な
い
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
我
々

地域振興常任委員会
13 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
坂
本　
年
行

●
副
委
員
長

　
次
谷　
隆
澄

●
委　
員

　
奥
永　
明
正

●
委　
員

　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
毛
利　
英
文

が
い
ろ
い
ろ
な
要
望
の
か
た
ち
の
中
で

通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
、
来
年
４
月
か

ら
県
立
大
学
が
付
属
高
校
を
持
て
る
と

い
う
法
改
正
が
決
定
し
ま
し
た
。
と
い

う
こ
と
で
我
々
の
要
望
す
る
事
が
一
挙

に
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
坂
本
委
員
長　
教
育
長
に
お
伺
い
し
ま

す
。
最
近
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
大
任
町
の
方
は
ど
う
い
う

状
況
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

○
小
田
教
育
長　
子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て
は
、
5
月
30
日
の
西
日
本
新

聞
に
、
九
州
の
各
市
町
村
の
就
学
援
助

い
わ
ゆ
る
準
保
の
認
定
基
準
が
掲
載
さ

れ
、
大
任
町
の
認
定
基
準
が
田
川
の
他

の
市
町
村
に
比
べ
、
低
か
っ
た
の
で
、

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
実
は
、
新
聞
へ
の
大
任

町
へ
の
回
答
は
、
昨
年
度
ま
で
の
基
準

額
で
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
度
ま
で
は
生

活
保
護
基
準
額
の
1.1
倍
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
基
準
を
1.3
倍
に
し
ま
し
た

の
で
田
川
の
他
の
市
町
村
と
変
わ
り
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
は
、
本
町
の

子
ど
も
の
実
態
で
す
が
、
本
町
の
小
中

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
要
保
護
、

い
わ
ゆ
る
生
活
保
護
家
庭
の
子
ど
も
の

割
合
は
、
11
．７
％
、
就
学
援
助
、
い
わ

ゆ
る
準
要
保
護
家
庭
の
子
ど
も
の
割
合

は
、
19
．4
％
で
合
わ
せ
る
と
31
．１
％

に
な
り
ま
す
。
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

大
任
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
中
学
3
年

生
ま
で
は
準
保
に
限
ら
ず
全
員
無
償
と

す
る
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
就
学
援

助
に
つ
い
て
は
、
広
く
町
民
に
こ
の
制

度
を
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
三
つ
手
を
打
つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
す
る
前
の
就
学
時
健
診

の
際
に
冊
子
に
掲
載
し
保
護
者
へ
の
周

知
徹
底
。
町
の
広
報
5
月
号
で
の
お
知

ら
せ
、
さ
ら
に
小
学
校
1
年
か
ら
中
学

校
３
年
ま
で
の
保
護
者
に
は
、
6
月
初

め
に
児
童
・
生
徒
を
通
し
て
お
知
ら
せ

文
書
の
配
布
を
行
い
、
周
知
徹
底
を
図

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大

任
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
塾
に
通
う
生

徒
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、
低
学
力
の

子
ど
も
達
が
多
か
っ
た
こ
と
の
対
策
と

し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
無
料
塾
を
開

設
し
、
小
学
生
60
％
、
中
学
生
48
．９
％

の
子
ど
も
達
が
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

以
上
、
本
町
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
と
し
て
、
就
学
援
助
基
準
額

の
引
き
上
げ
と
保
護
者
へ
の
周
知
徹
底
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
、
未
来
塾
運

営
等
を
対
策
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　
教
育
長
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
バ
ス
通
学
で
大
任
役
場
口
か
ら
信

号
機
ま
で
の
間
が
子
ど
も
た
ち
が
通
学

す
る
の
に
危
険
で
す
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
で
す
か
。

○
小
田
教
育
長　
バ
ス
を
降
り
て
渡
っ

て
交
差
点
に
来
る
わ
け
で
す
ね
。

○
奥
永
委
員　
直
接
県
道
を
渡
れ
な
い

か
ら
バ
ス
を
降
り
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

沿
っ
て
歩
い
て
信
号
を
渡
る
と
い
う
朝

は
車
が
多
い
の
で
そ
の
間
が
危
険
な
状

態
で
す
。

○
小
田
教
育
長　

検
討
い
た
し
ま
す
。

○
永
原
町
長　

通
学
路
は
八
女
・
香
春

線
で
す
か
ら
県
道
、
河
川
の
関
係
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
か
ら
申
請
し
て
危
険

と
い
う
こ
と
で
歩
道
設
置
等
を
要
請
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

４
月
に
熊
本
・
大
分
に

地
震
が
発
生
し
、
衣
食
住
が
絶
対
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
食
糧
関

係
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

食
糧
関
係
の
備
蓄
は
ど
こ
ま
で
で
き
て

い
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

食
料
の
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
乾
パ
ン
な
ど
を
含
め
３
日
分
ぐ

ら
い
用
意
す
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毛
布
等
の
寝
具
に
つ
い
て
も
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
14 日開会（審議経過）
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６
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
13
日
午

前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委

員
会
は
原
案
の
と
お
り
７
議
案
を
全
員

異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
25
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
４
号

大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
５
号

大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
重
度
障
害
者

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　
大
任
町
と
委
託
団
体
と

の
間
の
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理
施
設
の

建
設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

《
以
上
11
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・
討

論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
》

「
追
加
日
程
第
12
」

・
発
議
第
１
号　

公
共
施
設
及
び
民
間

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議

　
内
容
は
、
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業

等
の
誘
致
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り

組
み
を
行
う
に
は
、
特
別
委
員
会
の
設

置
が
必
要
と
認
め
る
た
め
。

・
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調
査

特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
内
容
は
、３
番
、丹
村
咲
男
君　
４
番
、

松
下
太
君
６
番
、
次
谷
隆
澄
君　
７
番
、

坂
本
年
行
君
、
８
番
、
毛
利
英
文
君
を

指
名
し
た
。
推
薦
に
よ
り
委
員
長
に
松

下　

太
議
員
、
副
委
員
長
に
丹
村
咲
男

議
員
が
決
定
し
た
。

　
（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
）

　
以
上
で
平
成
28
年
第
２
回
大
任
町
議

会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　
米
丸　
年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
佐
々
木　
次
男

●
委　
員

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
坂
本　
年
行

●
委　
員

　
　
次
谷　
隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方
の

生
活
に
直
結
す
る
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
方
々

に
議
会
審
議
を
傍
聴
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
28
年
９

月
の
予
定
で
す
。

議会からのお知らせ
　

町
議
会
議
長
の
初
盆
参

り
を
自
粛
し
ま
す
。

　
田
川
郡
内
の
町
村
議
会
議

長
で
構
成
す
る
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
で
は
、
公
職
選

挙
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た

め
「
御
仏
前
や
お
供
物
、
お

参
り
は
、
公
職
者
と
親
類
以

外
は
遠
慮
す
る
」
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
年
も
例
年
ど

お
り
初
盆
参
り
を
自
粛
致
し

ま
す
。
ま
た
、
中
元
や
暑
中

見
舞
い
な
ど
に
つ
い
て
も
同

様
と
致
し
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
町
内
物

故
者
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
任
町
議
会
議
長

　
　
　

     

米
丸　
年
一

日
程
第
１
～
日
程
第
11

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に
対
す

る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　

６
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
10
日
午

前
11
時
30
分
か
ら
総
務
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委

員
会
は
原
案
の
と
お
り
４
議
案
を
全
員

異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　去る７月６日、大任町議会では本町で大規
模地震が発生した場合、地震発生時から数ヶ

月間における住民生活に直結する問題点、行

政の在り方などを掌握し、不測の事態に対処

するため、今回甚大な被害を受けた熊本県内

の益城町・西原村を視察研修致しました。　

　益城町・西原村では家屋、ブロック塀の倒壊、

干し上がった農業用ため池、道路の亀裂、山

積した瓦
がれき

礫、機能不能となった役場庁舎など

を目の当たりにし、議員からは我々がこれまで

経験したことのない悲惨な状況で改めて地震

の怖さを感じた。

　議会としてもこの研修を通し、大任町民の

生命を第一優先に災害時に排出される多量の

瓦礫や生ごみの一時仮置き場の確保、避難所

内のプライバシー保持、弱者用段ボールベッド

の設置、避難所外での仮設トイレ、仮設テント

設営用地の確保、乏しい家屋の再興資金など、

あらゆる問題点を洗い出し、その解決に向けて

行政と連携してしっかりと災害対策に取り組ん

でいきたいと語っていました。

　また、震災直後にも被災地を訪問した米丸議

長は、以前より徐々に復興が進んでいたが、ま

だまだ復興は始まったばかりでこれから長い年

月を要する。被災地の方からは、続く余震の恐

怖と少額の義援金でどう生活していったらよい

か分からないとしょうすいしていた。厳しい状

況にあると思うが、被災者の皆さんには頑張っ

て復興を果たしてほしいと語っていました。

　　　　　　　　　　大任町議会議員一同

熊本地震から学ぶ

２

１.7月6日現在の被災地の様子（西原村）

２.地震の影響を受けた益城町役場

３.７月６日現在の地震による家屋の被害（益城町）

４.現在、早急に取り組まれている仮設住宅（益城町）

５.復興に向け工事に取り組んでいる様子（益城町）

れます。

１

３
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